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巻頭言 

30 周年記念行事開催までの道のり 

会長 桑野 玲子 

 

 

 

 私が会長を務めるようになったのは 2009 年のことです。それからまもなくして第 30 回記念総会のことが話題に

なりはじめました。節目の総会をどのような形で開催するか様々な考え方がありましたが、どぼく未来フォーラムと

称した記念行事を開催し、会員外の人も対象にした大きなイベントを目指すことになり、2010 年から須田さんが

率いるタスクチームが中心となって準備を開始しました。プレイベントとして、各所でチラシや「Civil Engineer への

扉」を配り、会員の顔いっぱいのポスターを展示して広報に努めました。私自身も、新聞・雑誌のインタビューや、

寄稿などを“これもお役目”と思って積極的に引き受けました。それなりに準備が進んでいるところに 2011 年 3 月

に大地震に見舞われ、どのように対処するか苦慮しましたが、幸い北海道地区から関東地区のピンチヒッターとし

て急遽総会を開いてくださるという配慮をいただき、記念イベントは一年延期して、改めて 2012 年 6 月に創立 30

周年記念行事とすることになりました。 

だいぶ前に TV でアフガニスタンにおける中村哲さんの活動を知りました。生きてくこと自体が厳しい環境では、

土木は人の命を直接救える力を持っていることにそこで改めて気付きました。土木の力で人々の生活が整い、衣

食足りると治安もよくなり心も豊かになるという連鎖に、土木の本質的な使命を見る思いがしました。2009 年に新

聞のインタビューでそのことを引き合いに出したのがきっかけで、“命を守るどぼくの未来”というキーワードがフォー

ラムでもメインテーマとなりました。 

フォーラムの広報も兼ねて実施したシンボルロゴの制定では、牛山さんを中心とする企画 WG が大活躍しまし

た。私を含めて大半の会員は、そもそもシンボルマークとは何をさすかさえあまりわかってない状態でしたが、牛山

さんの仕事上の経験が、一般への大々的な公募、プロによる審査、著作権のチェックという、素人には想像もつ

かないような作業を可能にしました。プロのデザイナーを含むたくさんの方に応募いただき、また審査員の先生方

に数時間にわたって真剣に審査していただいた結果、これからの会の成長を象徴するようなシンボルマークが選

ばれました。将来にわたって長い間大事に使っていきたいと思います。 

総会まで 1 か月を切るあたりから、準備の作業が徐々に慌ただしくなってきました。タスクチームのメンバーは、

当然ながら皆本務で忙しいうえ働く場所もバラバラなので、足並み揃えて準備に励むわけにはいきません。相互

の連携がうまく取れずにチグハグになることもありましたが、現場仕込みの須田さん－石塚さんラインのマネジメン

トの甲斐あって、急速に形が整ってきました。とはいっても、直前の 1 週間は、現場（東大生研）は会場設営や配

布物の準備等でてんやわんや・・・季節外れの台風まで来る始末です。2 人の秘書さんに深夜までフル稼働して

もらい、メールや電話が嵐のように飛び交い、どうにか無事に当日を迎えることができました。 

皆さんのおかげで形はできてきましたが、私の責任範囲である肝心のフォーラムの筋書きがなかなか決まりま

せんでした。日々の忙しさに負けて、考えるのを後回しにしていたというのが本当のところです。いいかげん考えあ

ぐねていた時に、かねてからお願いしていた中村哲さんからのメッセージが届きました。そのメッセージは、真摯で

心を打つものであり、それに背中を押されるようにどぼく未来宣言を起草し、パネルディスカッションの組立てをイメ

ージしました。30 年の節目に会長を引き受けてしまって私には荷が重すぎると泣き言を言いたくなった時もありま

したが、土木の使命や会の役割を改めてじっくり考える機会となり、やった甲斐があったと充実感を感じています。 
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土木技術者は、社会基盤や社会の仕組みを作りそれを維持する事を仕事としていますが、経済や効率を優

先するあまりにそれを使う人間の事を忘れてはいけない、“土木は人のためなり”ということをフォーラムを通じて再

認識しました。人がいる限り、人の集まる社会がある限りより良い未来を模索すべきなのでしょう。土木技術者女

性の会も、会員ひとりひとりの土木との関わり方が、多種多様なロールモデルとして、相互に、そして次世代への

励ましとなっています。30年継続するうちにいつのまにか大きな力となりました。これまで会の活動を支えて下さっ

た先輩方や会員の皆様に心から感謝いたします。そして、未来に向かって土木技術者女性の会はもっと成長で

きると確信し、また新たな一歩を踏み出したいと思います。 

 

2012 年 12 月 

 

  



 | 3 
 

 

土木技術者女性の会 創立 30 周年記念行事 

 

 

 

 

 

土木技術者女性の会は、土木の仕事にやりがいと誇りを感じる女性の土木技術者・研究者・学生の集まりです。

このたび当会は創立 30 周年を迎えました。30 年のうちに社会情勢も変化し、創立当初ほど女性土木技術者が

稀少な存在ではなくなりましたが、まだまだ土木関連学会に占める女性会員比率は 2～3％程度であり、さらなる

女性の進出が望まれます。一方、昨年は、安心・安全な社会基盤の構築、という土木の本質的な使命が揺るぎ 

かねない東日本大震災がありました。 

これを受け、当会は創立 30 周年記念行事の一環として、“いのちを守る土木の未来”をテーマとし、土木の原

点を再考し若い世代に土木の意義を伝えることを目的とした“どぼく未来フォーラム”を開催しました。 

 

主催：土木技術者女性の会 

共催：東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学国際研究センター（ICUS） 

後援：公益社団法人 土木学会 、公益社団法人 地盤工学会、国土交通省 

日時： 2012 年 6 月 22 日（金） 13:30～17:00 （受付開始 13:00） 

場所： 東京大学駒場リサーチキャンパス コンベンションホール 

参加者：約 220 名 

 

当日は、200 名を超える人が集まり、桑野会長の開会宣言で幕が開きました。 

まず、公募していた会のシンボル・ロゴの審査結果発表と表彰を行いました。厳正な審査の結果、応募総数

463 点の中から、南部真有香さんの作品が最優秀賞に選ばれました（p.8）。 

基調講演では、「誰もが参加できる社会を目指して」と題し、浅川智恵子氏（日本アイ・ビー・エム㈱、IBM フェロ

ー）にお話しいただきました。浅川氏は、小学生の頃のプールでの怪我がもととなり、中学の時に視覚障害となりま

した。当時、点訳されている書物は少なく、またタイプライターも重くうるさく、勉強する環境は劣悪だったといいま

す。それらの経験がいまの仕事に活かされご活躍されています。自身が開発した音声WEBブラウザなどを紹介し、

障がい者が IT 技術へアクセスすることがアクセシビリティの向上につながっていると講演しました。また、コンピュー

タエンジニアのバービーが発売されたり、

漫画で『数学ガール』や『宇宙女子』が

売れていたりと理系女性へのイメージの

変化についてや、日本の超高齢化社会

の到来を世界のロールモデルと称し、シ

ニアクラウド“Mosaic”を活用した元気高

齢者の未来の就労モデルとして、スキ

ルと運動能力を情報技術がもたらす社

会参加のループに組み込み、正のスパ

<プログラム>
13:00・・・・・・・・・・・・開場
13:30-13:45・・・・・ 開会宣言

シンボル・ロゴ最優秀作品 発表・表彰
13:45-14:30・・・・・ 基調講演 「誰もが参加できる社会を目指して」
　　浅川智恵子さん（日本アイ・ビー・エム株式会社、IBM フェロー）
（休 憩）
14:50-16:50・・・・・ どぼく未来パネルディスカッション
　　　　　　　　「いのちを守る土木の未来」－土木の原点を考える－
　　○浅川智恵子さん（日本アイ・ビー・エム株式会社、IBM フェロー）
　　○山本 卓朗さん（第99 代土木学会会長、鉄建建設株式会社特別顧問
　　○木村 亮 さん（京都大学教授、NPO 法人道普請人理事長）
　　（司会） 桑野 玲子 （土木技術者女性の会会長、東京大学准教授）
16:50-16:55・・・・・ どぼく未来宣言 閉会
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イラルになるような考え方を示しました。また、実社会と情報社会の境がなくなりつつあることに触れ、実社会にさ

まざまなセンサーが設置されるなど、土木の都市計画とも密にリンクしていると話しました。 

続いて、桑野会長が司会を務め、浅川氏、山本卓朗氏（第 99 代土木学会会長、鉄建建設㈱特別顧問）、木

村亮氏（京都大学教授、NPO 法人道普請人理事長）をパネリストに迎え、“いのちを守る土木の未来”をテーマに

パネルディスカッションを行いました。 

話題提供の初めに、アフガニスタンで用水路建設に携わった日本人医師・中村哲氏からの応援メッセージが

紹介されました。今は「自然と人間との共存」が最大の課題であり、いのちの尊さを直観し、次世代への大きな力

となるよう願っている、と会への期待が述べられました。山本氏はバブル経済以降、土木の功罪が顕在化し、土

木界と市民との間にズレが生じたと指摘。特に東日本大震災以降、科学技術に対する信頼性が揺らぐ中、社会

安全システムの再構築の必要性を訴えました。土木は本来、総合性を有しており、知恵を広げることで未来を開

いて欲しいと会場の参加者に呼びかけました（p.5）。木村氏は、世界 13 か国で進めている NPO 道普請人の活動

を紹介し、機械に頼らず住民が自ら土のうによる道路改良をすることで、住民の内発力の発揮やコミュニテイ形

成を促すことにつながっている、と話しました。 

桑野会長からは、創立 1983 年当時約 30 名だった会員が現在は約 180 名となり、多種多様な人材こそが当

会の財産になっていると述べました。また、5 つの活動目的のうち、当初、「土木界で働く女性技術者同士のはげ

ましあい」「土木界で働く女性技術者の知識向上」を中心に活動し、最近は社会的な要請もあり、「女性にとって

魅力のある、働きやすい土木界の環境作り」「女性土木技術者の社会的評価の向上」「土木技術者を目指す女

性へのアドバイス」についての取組みも積極的に行っており、今後も継続して取り組んでいきたい、との説明があり

ました。パネルディスカッションの後半は、会場も参加して土木の使命および未来について討議しました。 

最後に、今後の会の展望として、どぼく未来宣言を採択し、桑野会長と会場が一体となって読み上げました

（p11）。 
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 中村哲さん（医師、ペシャワール会）に代わりまして、桑野会長が代読しました。 

 

 

「いのちを守る土木の未来」というテーマでフォーラムが開催されるとお聞きしました。小生は土木専門家では

なく、一介の医師に過ぎません。しかし、現地アフガニスタンの水利施設建設をライフワークとする者として、この

テーマの切実さを理解しているつもりです。 

私たちＰＭＳ（平和医療団・日本）は、医療団体ではありますが、2000 年夏以来､現地で顕在化した大干ばつ

に遭遇し、「100 の診療所より一本の用水路」を合言葉に、水利事業を精力的に進めてきました。大きく報道され

ませんでしたが、政治や戦争の報道の陰に隠れ、アフガン農村の惨状は目を覆うものがあったのです。 

当時ＷＨＯ（世界保健機関）は 500 万人が飢餓線上、100 万人が餓死線上と、警鐘を鳴らしましたが、政治

上の理由から大きく取り上げられませんでした。実は 2000 万人と言われるアフガン国民の大半が自給自足の農

民であり、かつては 100％近い食料自給率を誇っていました。乾燥化の過程は現在もなお進行しており、最近は

自給率が 60％以下と報告されています。 

これは恐るべき事態で、その割合だけ農民たちの生存する空間が失われたことになります。診療所周辺でも

次々と村々が消えていきました。当然、食糧不足で栄養失調になり、ささいな下痢症などの腸管感染症でたくさ

んの子供たちが命を落としてゆきました。この事態を前に医療は無力であり、薬で餓えや渇きを救うことはできま

せん。そこで、日本側のペシャワール会と協力し、組織上げて干ばつ対策を最大の活動とするに至りました。 

この間にも政情混乱と外国軍の介入が続き、治安悪化が急速に拡大しました。それでも、干ばつでたたき出さ

れた農民たちが大都市にあふれ、混乱に拍車をかけている現実は伝わらなかったのです。少なくとも初めの頃、

アフガン復興が話題になった時でさえ､大きな問題としては扱われなかったと思います。2002 年、ＰＭＳは「緑の

大地計画」を打ち上げ、東部アフガンの穀倉地帯の復活と沙漠化による廃村の防止を目指しました。 

その最大の事業として 25㎞の用水路建設を8 年がかりで行い、同水路流域 3000 ヘクタールの農地を回復、

約 15 万人の帰農を促すに至りました。この経緯の中で、問題が全世界的に進行する温暖化にあることを知りまし

た。即ち、巨大な貯水槽としての役割をはたしてきた高山の白雪（はくせつ）が初夏に急激に解けて洪水を頻発さ

せ、雪線（せっせん）の急速な上昇で渇水を引き起こしていたのです。これまで曲がりなりにも機能してきた取水

技術が気候変化に追いつかなくなり、古い水路が涸れて農地を潤せなくなっていたのでした。 

取水技術の改良がアフガン農村の死命を制すると確信した私たちは、苦心の末日本で完成されていた水利技

術を大幅に取り入れ、各地に安定灌漑を実現し、2012 年現在、計 14,000 ヘクタールで 60 万人の農民の生活

を保障するに至りました。 

とくに心がけたのは、地元民が自力で保全できる水利施設でなければならぬということです。コンクリートを駆使

した近代的な工法は、財政的にも技術的にも現地で不可能でした。近代工法が悪いというわけではありません。

現地にあった適正技術という点で、江戸時代に完成した日本の伝統技術が優れており、私たちは大幅にこれを

取り入れ、大きな恵みをもたらすことになりました。分けても重要な取水技術･斜め堰が大活躍をしました。恐らく

日本の昔、飢餓と飢饉が日常であった時代、文字通り必死の努力で建設されたものに違いありません。 

応援メッセージ 
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この事業を通じて知ったのは、日本の治水思想が自然を圧服しようと力ずくの工事をしなかったということです。

それだけの物量や技術が投入できなかったといえばそれまでですが、数百年前に確立された治水･水利技術の

底流を支えていたのは、「自然との同居」という考えです。彼らは自然に逆らわず、いのちを見据え、人為と自然の

危うい接点を謙虚に見つめていたとしか思えません。 

医学を含め、今日私たちに突きつけられている最大の課題は、「自然と人間の共存」だと思います。私たちは自

然を操作し、人の意に適うよう努力してきました。そして、近代的技術が長足の進歩を遂げた今日、ややもすれば､

科学技術が万能で、人間の至福を約束するかのような錯覚に陥りがちではなかったでしょうか。また自然を無限

大に搾取できるという前提で生活を考え、謙虚さを失っていなかったでしょうか。自然はそれ自身の理によって動

き、人間同士の合意や決まり事と無関係です。 

東日本大震災を経た今、さらに市場経済の破たんが世界中でささやかれる今、いのちはただ単に経済効率や

単純な技術進歩だけで守られないというのが、ささやかな確信です。この中で新たな模索が始まっています。その

声は今でこそ小さくとも、やがては人類生存をかけた大きな潮流にならざるを得ないと思っています。 

その意味で、貴会の掲げるテーマは大きな挑戦として、幾多のフロンティアを生み出してゆくと信じています。女

性であればこそ、理屈ぬきにいのちの尊さを、利害を離れて直観できるものがあると思います。これがきっかけと

なり、大小の工夫が生み出され、次世代への大きな力となってゆくことを願ってやみません。 

今回のフォーラムの開催が意義多きものとなるよう、お祈り申し上げます。 

 

平成 24 年 6 月 中村 哲 

 

 

 

 

 

総会時、全員に配布した「Yes」「No」ボードを使って会場のみなさんにも意見を尋ね

てみました。その内容を膨らませて、パネリストの方々から意見をいただきました（パ

ネリストの方々の敬称略）。 

 

 

 

●豊かさ、幸せとは 

会場へ「自分の仕事は人々に幸せを

もたらしていますか？」 

⇒会場☆Yes 優勢 

 

パネリストへの質問：科学技術（土木

または IT）は人間に幸せをもたらすで

しょうか？ そのためには科学技術を

提供する技術者としてどのようなこと

に留意すればよいでしょうか。 

 

山本：土木に限らず、歴史でものを考

えれば、科学技術は人々に幸せをも

たらしてきた。子供時代は、赤痢など

で亡くなる人もいたが、今はいない。

問題は、人間が制御できない技術に

手を出していることである。原発、クロ

ーン人間、高度成長期の環境破壊

等、科学技術の功罪もある。 

木村：発展した日本にとって、科学技

術は不可欠であり、幸せをもたらして

いると思う。しかし、カメルーンのインフ

ラがまったくないところにも、幸せな生

パネルディスカッション 
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活はある。 

浅川：幸せをもたらしていると思う。例

えば、電話のナンバーディスプレイが

表示されたことによって、いたずら電

話がなくなった。もちろん、技術には

両面があり、負の面も必ずあるので、

バランスを取る必要がある。最近は、

目が見えなくても人間を識別できると

いいな、と思っている。男性なのか、

女性なのか、それだけの情報でも目

が見えない自分からすると構え方が

変わってくる。人を認識できたら、便

利で安心安全になるかもしれないが、

プライバシーで負の面がたくさん出て

くるだろう。 

 

 

●ワークライクバランス 

会場へ「ご自身のワークライフバラン

スに自信をお持ちですか？」 

⇒会場 ☆ Yes 若干優勢 

 

山本：すごくとれていると思う。学会長

が 6 月 14 日に終わり、仕事も 6 月で

終わる。妻からは「世の中の奥様は夫

が帰ると嫌な顔をする」との情報を得

ている。つまり、帰ってくるな、と間接

的に言われているのかもしれない

（笑）。 炊事洗濯等、家事は得意で、

仕事以外のこともやって来た。これか

らも個人的にもやりたいことがたくさん

ある。ワークライフバランスは、人の工

夫次第で、やりたいことを24時間やっ

ていれば、会場のみなさんも赤（Yes）

になる。 

木村：オランダ留学時代、すべて自

分でやっていた。しかしこのことは妻に

は秘密。なんでもできると思われても

困るから（笑）。いまは、学校、NPO、

学会の活動を寝る間、遊びの時間を

惜しんでこなしている。そして新幹線

など移動で寝る日々。妻とは顔を合

わせる時間が少ないが、共通の趣味

を持ち一緒に山へ登っている。 

浅川：大学生になる娘がいる。一人

前になり、今まで以上に仕事に集中

できると思っていたが、少し寂しい感も

ある。お子さんが小さいうちは、仕事も

大変だが居たいだけ一緒にいられる

ように頑張ると良い。どっちも頑張れ

ば結果がでる。寂しいと思わないくら

い一緒に居るようにする。 

 

 

●土木の未来 

会場へ「もう一度仕事を選び直せると

したら土木を選びますか？」 

学生さんへ「卒業したら土木の仕事に

進みますか？」 

⇒会場（学生含む）☆半々 

 

パネリストへ：日本のように社会基盤

の成熟した社会における土木の役割

とこれから進むべき方向について、ご

意見をお聞かせください。 

 

山本：震災が起こった後、土木志望

者が増えたと聞いた。昔、交通インフ

ラが必要なときに増えたなど、学生も

そのときのムードで決めているのがわ

かる。科学技術が進歩するとニーズ

が変わり、土木もニーズに合わせて

進歩する。建設の次はメンテナンスと

いうが、この間に改良という仕事がたく

さんある。東京駅は 50 年間ずっと改

良工事がある。インフラを改良する必

要がなくなったときに、科学技術の進

歩も止まり、社会も終わると思う。土

木工学科は総合性、汎用性がある。

土木を出たからといって、土木に携わ

っていないときもある。私も土地利用、

ホテル、ショッピングセンターなどを

10 年間くらいやっていた。 

木村：人間の欲望があるかぎり未来

はある。例えば、スピルバーグの映画

のようなことを考えると、車は道を走っ

ていない。もしかしたら、インフラの作り

替えが必要になるかもしれない。ジェ

ネラリストのような仕事は、土木の勉

強から出てくると思う。 

浅川：情報側からみると土木の未来

はあると思う。エネルギーの効率化、

震災対応も考えると土木の技術であ

る。会社のオフィスが大和事務所（神

奈川県大和市）から豊洲事務所（東

京都江東区）に移ってから、地震が

起きるとかなり揺れるようになった。し

かし、いまは緊急地震速報等も発達

しており PC 上には数十秒経つと問題

ないというメッセージが出る。これもひ

とつの技術である。 

成熟したインフラとしては、日本がモ

デルとなる。ブラジルの活気もすごい

が、日本には洗練された美しさもある。

成熟したロールモデルとして一緒に進

んでいきましょう。  
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土木の仕事は、社会を支える大切な仕事です。 

それは命、そして未来を守っていく仕事とも言えます。 

従来、男性の仕事と考えられていたこの分野にも女性の進出は目覚ましく、今後、より女性の活躍が期待 

されていくでしょう。 

女性の土木技術者が生き生きと働ける未来をつくることはこれからの社会を支えることです。 

本会は、土木の仕事にやりがいと誇りを感じる女性技術者と土木技術者を目指す女子学生の集まりです。 

会を広くアピールし、皆様に親しみをもって応援していだたくためにシンボル・ロゴを募集し、デザイナー等で構

成された審査会において決定し、2012 年 6 月 22 日「どぼく未来フォーラム」にて表彰式を行いました。 

 

<最優秀作品> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部 真有香さん（大阪府） 

 

●講評～最優秀作品について～ 

☆女性（woman）を表す、「W」をモチーフに

非常に分かりやすいマークであること。 

☆例えば「橋梁」のような特定の業界を思わせず、

シンプルで汎用性の高いデザインであること。 

☆また、当会の 5 つの目標を 5 つの点（丸）で

表現し、かつ、知の集積を表現できていること。 

☆それぞれの点の距離間が、コミュニケーション

を意識させるイメージを持っていること。 

☆余計なものをそぎ落とし、単純化することによ

って、未来への拡がり、発展への可能性を示す 

 

メッセージが発信できること。 

☆オレンジとピンクの暖色系の色使いは非常に

うまく、かつ、オレンジは力強さ、発展性、元

気を思い起こさせ、女性の会を表現するのにふ

さわしい色使いと言えること。 

☆この配色は一般的にファッショナブルやポッ

プなイメージになりがちだが、シンプルな造形

との組み合わせにより、品位を感じられること。 

以上の点をもって、南部真有香さんの作品を最優

秀作品とし、当会のシンボル・ロゴと決定する。 
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●南部さんのコメント 

このたびは、土木技術者女性の会のシンボルマ

ーク最優秀賞を受賞でき、とても嬉しく思ってい

ます。審査員と関係者の皆様に感謝のお礼を申し

上げます。ありがとうございます。 

シンボルマークは土木の仕事にやりがいと誇

りを感じる元気な女性の姿を円で象徴していま

す。 

土木技術者女性の会を象徴する、活動的で元気

な女性の姿は、日本を元気にすると思います。 

私は、グラフィックデザイナーですが、同じ仕

事をする女性として、ともに日本を元気にできる 

 

 

 

ように頑張っていきたいと思っております。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

最優秀賞の表彰式の様子 

 

 

＜佳作＞ 

大坂府 関 和廣さん ／ 青森県 工藤 和久さん ／ 千葉県 神保 米雄さん 

東京都 村田 一郎さん ／ 岐阜県 安川 公生さん 

 

●シンボル・ロゴ募集について： 

■募集期間：2012年1月11日～3月23日（必着） 

■応募作品総数：463点（応募人数：276人） 

■審査会：2012年4月1日13時25分～17時10分 

■審査委員会委員（敬称略、50音順） 

・嶋高宏（グラフィックデザイナー、 (株)嶋デザイン事務所 代表取締役、(社)総合デザイナー協会DAS 副理事長） 

・清水柾行（アートディレクター、青空(株) 代表取締役、(社)日本グラフィックデザイナー協会大阪地区代表幹事） 

・杉崎真之助（グラフィックデザイナー、(株)真之助デザイン 代表取締役、(社)日本グラフィックデザイナー協会運営委員） 

＜属性＞ 

 

 

 

 

 

 

「土木」と聞いて、まず現場工事を想像するのか、ヘルメットやスコップ、重機をモチーフにした応募作品が

非常に多く見受けられました。 

これは、「土木」は現場だけでなく、計画、調査、設計、都市計画等、さまざまな業態があることを一般の人に

理解いただけていないことの表れであり、当会としても、PR 不足を痛感し、反省材料としているところです。 

しかし、応募属性分布を見てもわかるとおり、非常に多くの年齢層、地域から応募いただいたことは、当会と

しても喜ばしく、この場を借りて感謝申し上げます。 

（写真左から、桑野会長、南部さん、牛山企画 WG リーダー） 

 

審査の様子 
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シンボル・ロゴの決定にあたって 

企画 WG リーダー 

牛山 育子 

 

 会のシンボル・ロゴが決まりました。皆さん、いかがですか？シンプルで、女性らしく明るいシン

ボルマークだと思いませんか？ 

30 周年記念行事の一環として、シンボル・ロゴコンペを担当した企画 WG としては、非常に感慨

深いものがあります。 

シンボル・ロゴは、当初、第 30 回記念総会の記念行事の一環として、公募する予定にしていまし

た。それがあの 3・11（東日本大震災）で、日本ごとひっくり返ったような状況になり、結局、第

30 回記念総会は、翌年の 30 周年を迎える年に、「30 周年記念総会」として実施することで、2011

年開催予定のイベント、フォーラムをすべて延期としました。シンボル・ロゴコンペの準備も着々と

進めていたのですが、これはあくまで記念行事の一環であること、そして何より、この記念総会を、

そしてこの会を PR するための大きな役割を担っていることを踏まえ、同じく延期を決めました。 

コンペは 1 年後に実施されることになりましたが、当初から、作品の質を確保するため、できるだ

けプロの応募も促したいという思いがあり、シンボル・ロゴ審査会の委員はすべてプロのデザイン関

係者にお願いし、また、プロデザイナーが応募しやすい額を目安に、最優秀賞の賞金額を決めました。 

結果、応募総数は想定をはるかに超える 463 点が集まりました。 

初めは、知名度もそれほど高いとはいえない当会のコンペに 200 点も来れば良い方だろう、と考え

ていたので、これはうれしい悲鳴でした。また、プロの応募も多く、これは目論見どおりで、ほっと

しました。 

審査会当日は、非常に熱い議論が交わされ、審査員の方々からは、土木業界における我々コンペス

タッフの立場や思いについても聞いていただき、審査は 3 時間半にも及びました。 

審査員の全員一致で決まった最優秀賞受賞者は、南部真有香さん。最終選考に残った 8 点の作者の

中でたった一人の女性デザイナーでした。女性の会のシンボル・ロゴは、期せずして、女性デザイナ

ーの手によるものとなりました。最優秀賞決定後、偶然ってあるものだなぁ、と一同感心し、しかも、

大学を卒業したばかりの 23 歳の若手デザイナーで、開けた未来を予感させるような気持ちになりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

著者と南部さん（右）              最優秀賞の症状 



 | 11 
 

 

記念総会当日、表彰式を行い、南部さんに実際に会場まで来ていただきました。 

本人にお会いしたら、ちっちゃくてかわいらしいこと！彼女は当日の記念行事にすべて参加し、懇

親会にもお付き合いくださいました。デザイナーの世界も女性が少ないらしく、デザイン系の協会に

所属する女性は、土木学会と同じく数％ほどしかいないので、親近感がわきます、と話していました。 

審査会では、最優秀賞以外にも佳作の 5 作品を決定し、総会当日の表彰式と、会のウェブページ上

で入賞者の発表をしました。その後、プロのデザイナーである佳作入賞者のおひとりから、次のよう

なメールをいただきました。 

「ウェブに掲載された最優秀賞のマークを見て、究極までムダを省いたシンプルさや色使い、シン

ボル・ロゴとはこうあるべきだということを再認識し、大変、勉強になった」。 

このコメントを読んだとき、このシンボル・ロゴを選んで良かった、と心の底から思いました。プ

ロの言葉だっただけに余計に重みを感じます。 

今後は、このシンボル・ロゴに込めた、未来への拡がり、力強さ、発展性といった意味を大切にし、

使っていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

●○● どぼく未来宣言 ●○● 

 

今後の会の展望をまとめた「どぼく未来宣言」です。 

フォーラムの最後に、採択し、会場一体となって読み上げました。 
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第 31 回 総会報告 

 

  

 

2012 年 6 月 23 日(土)に、第 31 回総会が開催されました。 

総会の開催報告は、以下のとおりです。 

 

                         記 

 

１．日 時： 2012 年 6 月 23 日（土）9:30～12:00 

 

２．会 場： こどもの城 902・903 研修室（東京都渋谷区） 

 

３．次 第 

1） 開  会 

2） 会長挨拶 

3） 2011 年度活動報告 

4） 2012 年度活動計画 

5） 第 32 回総会について 《中部地区》 

6） 第 33 回総会開催地について 

7） その他 

8） 閉  会 

 

※閉会後、創立 30 周年記念総会「土木技術者女性の会・創成期秘話」パネルディ 

スカッションを開催いたしました。詳細は次ページをご参照ください。 

 

４．出席者 

   出席者：42 名＋委任状提出者数 53 名＝計：95 名 

（当会会員数 172 名、2012 年 4 月 1 日現在） 

 

５．開催結果 

 

第 3 号議案から第 7 号議案まで、異議無く原案通り承認可決されました。 

なお、次回（第 32 回）の総会は、中部地区での開催を予定しております。 

 

（総会資料は、ＨＰをご参照ください）  
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< 創立 30 周年記念総会 > 

「土木技術者女性の会・創成期秘話」 

パネルディスカッション 
 

どぼく未来フォーラムの次の日、まだフォーラムの余韻を残しながら、設立当時のメンバーによるパネルディスカッ

ションが行なわれました。仕事についてはもちろん、個人的なことまで赤裸々にお話いただき、共感できることだけ

ではなく驚きもたくさん。設立当時から作られてきた女性の会の雰囲気を感じながら、フォーラムとは違う、熱気が

溢れていました。 

 

 

 

設立当初の土木技術者女性の会 

 

岩熊さん◎私からは、会の設立当初の話をさせてい

ただきます。第一回総会の時に正木さんがご欠席さ

れ、お手紙が回覧されました。そこには、「ともかく会を

続けること」と、書かれていました。そこで、どうしたら

長く続けていけるか考えました。 

当時の会誌『輪』は、もちろん手書きです。寺本さ

んの子育て奮戦記、これが非常に参考になりました。 

「私、今度、子どもが産まれます。預かってくれません

か」 

と、1 階上の人の扉を叩いて言った、と書いてあったり。

私は本当にお子さんのいる隣の家の扉を叩きました

（笑）。その土地では子どもを産まなかったので、お願

いはしなかったのですが、参考になりました。 

それからもう１つ。天野さんと須田さんが書かれた、

『第 1 回会合議事録（昭和 58 年 5 月 28 日）』です。

当初から、各地区の持ち回りで総会をやり、遠方まで

行けない人でも 3 年に 1 度は会えるような仕組みを

作ったことが書かれています。私は、これがとてもよか

ったと思いました。また、名称は見ただけで内容がわ

かる名前にしよう。「土木」「技術者」「女性」というキー

ワードが入っていないとおかしいね、という事を話して

いたり、会誌の『輪』は、みんなのつながりがわかるよう

な名前にしようとなり、現在も使っている表紙は天野さ

んが書いてくれました。そういうやり方のスタートが長

続きしたのだと思います。 

個人の関わりは、女性の会に参加することで、会社

に承認されて、土木学会の編集委員や広報をさせて

いただき人脈や考え方に広がりが出ました。当時は、

犯罪者は「土木作業員の○○」という風潮があり、土

木業界のイメージが損なわれると、新聞社等に意見

陳述をしました。やはり、正しく理解されるためには、

広報活動が不可欠であるということでその当時は、土

木学会でも大手企業の役員が中心になり、力を入れ

ていました。2 年くらいお付き合いさせていただき貴重

な体験だったと思っています。 

配布物のアンケート用紙の写真がありますよね（左

の写真）。これは、昭和 61 年 5 月 10 日に第 5 回総

会で懇談会を開催した時の写真です。趣旨は、『土

木技術者女性の会が誕生してから、3 年が経過し創

設期は終わりつつある（この間、会員は 30 名のままで
設立当時の写真 
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す）。会として存続に重点を置き活動をしてきた。土

木学会を中心として少しずつ外へ向かって存在感が

表れつつある。この懇談会は、土木女性技術者にな

にを望むか、珍しがられるだけではなく、われわれも

男性の意見に耳を傾け、プラスの面、マイナスの面含

めて忌憚のない意見を交わし、個人としても会として

も成長するものとしたい』ということでした。作家の田村

喜子先生もいらして、男性も多数、いろいろな方に来

ていただきました。女性が仕事を続けていくためにさま

ざまなことを話し合っています。 

会の 5 つの目標は、寺本さんの提案です。 

1．土木界で働く女性技術者同士のはげましあい  

2．土木界で働く女性技術者の知識向上  

3．女性にとって魅力のある、働きやすい土木界の

環境作り  

4．女性土木技術者の社会的評価の向上  

5．土木技術者を目指す女性へのアドバイス 

現在、4、5 に比重が置かれるようになりましたが、設

立当初から 3、4、5まで入れているのは、先見の明が

あったのだと思います。 

 

 

子育てはマネジメント能力が高くなる 

 

天野さん◎寺本さんからたぶん、初めてお会いした時

にいただいた言葉ですが、 

「私は、まぁいいか、でやってきました。ぜひ、まぁいい

か、でやってください」 

と言われました。やはり、1 日 24時間しかありませんし、

寝なくてはいけません。子育てをしていると悩むので

すよね。なので、細く長く続けて、いろいろなことを割り

切ります。2 年我慢すると、状況も変わります。当社で、

須田さんもたぶん感じていると思いますが、女性が子

育てしていると、マネジメント能力がものすごく上がると

思います。やはり、割り切ることを覚えるのです。 

「まぁいいか」ですね。これをやらずに一人で抱え込

むと病気になってしまうので、そこはバランスよく考え

てください。 

 

 

今の私があるのは息子のお陰 

 

中西さん◎子どもができてから、子育ては、めいっぱ

い楽しもうと思い、仕事と両立する方法をいろいろと探

りました。当然、育児休業という制度のない時代でし

たので、産んでからは、産後休暇（産後 8 週）＋年次

有給休暇です。給料は年給者として 100％もらえる

恵まれた状態で子育てが始まりました。しかし、復職

してからは 24 時間体制で、残業あり、土日のただ働

きもあるという状態でやってきました。 

一番苦労したのは、小学一年の時のいじめです。

保育園のお母様方は同じ境遇でしたが、小学校に入

ると専業主婦がほとんどでした。その違いが子どもを

通しての子どもいじめに及び、自殺しかねない状態に

まで追い込まれました。主人となんか変、なんか変と

感じていて、何とか打開してあげたいのですが、男性

と同等にがんばっていたので、仕事で手が回りません

でした。夫は私以上に多忙なため、仕事を家に持ち

帰り子どもが寝ているときに仕事をし、子どもを観察す

る日々が続きました。その時の経験でお母様方への

対応に一番神経を使うよ

うになりました。 

大学受験後に息子か

ら、 

「お母さん、あの時、僕は

ここから飛び降りたら死ね

る、と思ったけど、お父さ

んもお母さんも、なんか左から、司会の松本さん、関さん、天野さん 

中西さん、岩熊さん、正木さん 
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知らんけど一生懸命働いているし、しんどそうだけど、

楽しそうだった。僕もそうなりたい。死にたいと思ったが、

帰ってくるととにかく一生懸命遊んでくれた。」 

と言われ、親ががんばっていることが、子も子なりにが

んばる気分になってくれたことに「ありがとう」と言いまし

た。苦労はしましたが、私は息子に育てられましたし

今の私があるのは息子のお陰です。 

 

 

あなたが潰れたら会社が困る 

 

中西さん◎天野さんが話された「まぁ、いいか」という

ことですが、ここ数年、評価、評価そればかりの非人

間的社会に移行していると感じています。メールの普

及で何メガバイトの容量でも「すぐにデータを送信して

欲しい」と仕事に追われる日々が続き、みんなが追い

つめられている気がします。事実、周りにうつ病が増え

ています。一生懸命働いても給料は上がらない。まじ

めに仕事しているのに、帰宅が遅いと奥さんからは「あ

なた、こんな遅くまで何をやっているの」と言われる。 

私は、奥さんや子どもの誕生日には、「できるだけ

早く帰りぃ」「メリハリをつけることを覚えな！」「家族が

しんどい時は、即帰りぃ」と言っています。査定をする

人がなんと言おうと、あなたが潰れたら会社が困るの

だし、同僚も困るからです。 

年に一度の総会に参加し、上下・利害関係に捕ら

われずに腹を割って女性特有の境遇を話し合い自分

の膿を出すと同時に仲間の問題を分かち合う素敵な

夜の時間が好きです。それからもう一つ、この会に入

っていて一番ありがたかったのは、会社の上役たちが、

わが社の女性技術職の処遇に対して恥ずかしいと認

識してくれたことです。また、創立30周年記念総会の

事を話すと「すごいなぁ、30 年もボランティアで続いて

いるのか。土木の男どもを奮い立たせるよ。がんばりぃ」

という応援の言葉をいただきました。今後も会の存続

が期待されています。 

 

 

 

 

人とのつながりを大切に 

 

天野さん◎みなさんにお話ししておきたいと思ってい

て、坑内労働規制緩和のときの話です。 

チャンスが広がるということのひとつだと思うのです

が、私もいろいろな立場から、厚生労働省の職員と非

常に仲良くなりました。大阪にて女性の坑内労働が問

題となり、その女性局長と飲んでいるときに「こんな話

があってとんでもないでしょ」という話をしたら、この方

は均等法の改正のメインメンバーでした。 

ちょうど、日本は国際条約に批准していて、坑内労

働を禁止する法律を持っていることが非常によくない

ということで、きっかけがあれば、改正をしたいと思っ

ていました。 

須田さんに女性の会をまとめて、ニーズの洗い出し

をしていただき、土工協を通して日建連（いまの建設

三団体）の総意として、経団連に要望書を出してもら

いました。そして、前向きな意見を述べてくれる産業

医を中心に専門家の審査機関ができあがり、法改正

へと繋がっていきました。 

資格を取ることも必要ですが、いろいろな場に出て

ください。つながりを作っておくと、どこからどのような話

が出てくるかわかりません。作ってほしいです。 

 

 

自分を支える言葉を見つける 

 

正木さん◎偉そうなことは言えませんが、都合の良い

時に都合の良い言葉を見つけてください。 
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私は、子育て中、仕事で

手がいっぱいになり時間も足

りない時期に、沢村貞子さん

がおっしゃった言葉に出会い

ました。 

「人間はできることに限りがあ

る。家庭が 1 であれば仕事

が 9、家庭 4 なら仕事 6、そ

れ以外の社会活動も入ると

その分だけ削られる。短い時

間のなかで何ができるのか、

どこに重点を置くのかを考え

ればよい」と。 

その考えに触れたとき、気が楽になり、救われまし

た。それから、仕事が上手くいかない時に、中山千夏

さんの言葉に勇気づけられました。 

「どんな仕事でも目の前にいる人を大好きになる。男

性なら、最愛の人と思い仕事をし、女性なら一晩中

語り明かせるくらいのお友達だと思って相対すれば、

少々言い合いになっても仕事はうまくいく」 

これは難しいですが、そういう風に思えば仕事は楽

しくなります。 

紹介した言葉や意味の正確性は、いまとなっては

あやしいものですが、このように、意外と自分に都合

良く取れる格言的なものをみなさんがおっしゃってい

て、それを利用していけば、気持ちが楽になるので、

仕事するうえでおすすめです。 

 

 

ここぞと思う所は底力を 

 

関 ◎会の創立の頃に私たちがやっていた時と、雰囲

気が違う気がしました。肩の力が抜け、気楽になった、

というと語弊があるかもしれませんが、入る分にはハ

ードルは低くなっているのかなと思ます。しかし、実際

に働いていると、どこへ行っても少数派で注目を集め

る存在だということは、同じです。気楽に見えても、実

はどこかですごいがんばっているんじゃないかなぁ、と

見ていました。 

先ほどから先輩諸姉が「がんばらないで力を抜くよ

うにしてきた」おっしゃっていますが、私は皆さん本当

にがんばっているな、と見ていました。きちんと自分の

仕事に誇りを持ってやっている時は、どこかでがんばら

なくてはいけない時があると思うのですね。最初から

最後までがんばることはないと思いますが、ここぞと思

う所はやっぱり底力をみせてがんばって欲しいです。

それが、仕事か私生活か、どのような時なのかわかり

ませんが、やっぱり踏ん張り所があって、そこを乗り越

えると、新しい展開がみえると思います。 

会の展望としては、このまま続けることに意味があ

ると思っています。昨日のフォーラムの雰囲気とても

よかったです。会の方針に「女性技術者の」という枕

詞がついていますが、最初につくった頃は、この言葉

がなくなるようにして、会が消滅するとよいね、という

言い方をしていましたが、昨日のフォーラムを見てい

ると、女性が集まる意義は、とても大きいのではない

かという気がしました。この会の女性技術者の良さを

ますます活かして欲しいと思います。 

 

当日は、たくさんのお話をいただき、書ききれなかったことが

たくさんあります。次号『輪（No.54）』では、学生時代のお話

や、当時の時代背景、社会人初期の苦労話を中心に掲載

を予定しています。 
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 “どぼじょ＝素敵女子”を確信した日 

雨宮 美子（関東地区） 

 

私はここ数年、仕事に対し、ずーっとモヤモヤとした想いを引きずっています。で

すから、「土木技術者女性の会」に一昨年入会させて頂きながら、近寄り難さを感じ

ておりました。この度の総会もいつものように欠席するつもりでしたが、「どぼく未来フ

ォーラムもあるし、参加してみたら？」と、お声がけ頂き、思い切って参加致しまし

た。 

その結果、初日の「どぼく未来フォーラム」では、無沙汰だったにもかかわらず入会をすすめて下さった方から

温かいお心遣いを頂いたり、フォーラムの奥深さに感じ入ったり、配布された資料を読みながら涙したり、懇親会

のビンゴ大会に興じたりと、いつのまにか自分の中に活力がふつふつと湧き上がるまでに至りました。 

次の日の総会は、会に対する皆さんの真摯な想いに眠気も吹き飛ぶ程でしたが、特筆すべきは、「土木技術

者女性の会 創成期秘話」のパネリストの方々の笑顔に出会えたことではないかと思います。優しく、朗らかな笑

顔。周囲をも笑顔にする笑顔です。 

今回伺ったお話は、皆さんのご経験のほんの一部であると思います。それでも、すっかり魅了されました。 

いつか私もキラキラした笑顔で、自分のことを語ることができるだろうか？このような貴重な機会を頂いたのだから、

いつまでもモヤモヤしていては、もったいないじゃないか？そんな自問をしながら、去る日のことを思い出しました。 

遡ること 15 年前。私が大学の土木工学科に配属となった時、同期女子学生は全部で 4 名でした。すぐに仲良

くなり、いつも一緒だったからか、「どぼじょ軍団」と呼ばれるようになりました。初めは、その何とも滑稽な呼び名に

抵抗があったものの、まもなく愛着を感じるようになり、自ら「どぼじょ」と称するようになりました。 

ところが、この話を他学科の部活仲間にすると、「うわっ。汚ね！全部濁点じゃん！！」とか、「建築女子は、け

んじょ・・・。賢そう。どぼじょ・・・。馬鹿そう。」等とシビアな意見が飛び出したのです（言葉の裏には、愛があったと

信じています！）。 

 『どぼじょって、素敵女子だよ。』と総会の場から言ったならば、その声は、率直な彼らに、きっと届いたことでしょ

う。総会で拝見した“笑顔”を、私は目指していきたいと思います。 

関係者の皆様、どうもありがとうございました。 

  

 

 

総会に参加して 

塚本 雅美（中部地区） 

  

久しぶりの土木技術者女性の会への参加でした。 

社会人となってはや 23 年の歳月。土木技術者女性の会に入会して約 22 年半。 

6 月 22 日の土木フォーラムに出席した際には、あまりにも立派な会場で、沢山の出席者と共に多岐にわたる

講演を聴講出来たことに感動・感謝でした。 
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結婚し、出産し、さまざまな事があり、土木の職種を離れた期間もありましたが、フォーラムに参加したことで土

木技術者の一員であることの実感が湧いてきました。 

記念講演では、IBM フェローの浅川智恵子さんには、その人ならではの視点で物事をとらえ新しいものを作り出

す事が出来ることを。土木学会会長の山本卓郎さんからは、いのちと豊かさについて土木技術者がいかに関わっ

ていくのかを。京都大学の木村亮教授からは、難しい事をいかに誰でも出来る方法を考え、そこに関わる人達で

成し遂げるよう指導することの素晴らしさを。応援メッセージを頂いた中村 哲先生からは、ただ食料を与えるだけ

で貧しい人々を救うことは出来ず、人々が生活できる環境を共に作ることの重要性を。日常に追われ、気付かな

かったこと、忘れていたことを思い出す良い機会となりました。 

日常は、地方の建設会社で現場管理者の業務支援に追われる毎日ですが、物事をシンプルに考え、業務を

こなす重要性を痛感しました。 

6月23日の総会では、女性の会創立時の方々よりありがたいお話を頂戴することができました。女性技術者が

社会人として働いていく上でさまざまな試練と喜びがあり、先人達が試練や苦しみをいかに目標や喜びに変えて

きたのかを教えて頂くことができました。 

そして、女性が自分の立場を確立していくためには、資格取得が重要であることを痛感しました。 

女性が働き続けるには、自分をとりまく家族や生活環境などの状況の変化によって、働くことの形を変えていかな

ければならない事もあります。 

さまざまな環境の中で働き続けることの難しさや大切さを考え直す良いチャンスだったと思います。 

私としては、久々の総会という事もあり、懐かしい面々と現状報告や新たに入会された方たちとの自己紹介等楽し

い時間となりました。 

社会生活の中で営利目的でない友人関係を構築することはとても難しいものです。しかし、女性の会の会員の

方はそのような考えの方がおらず、公私共々相談しあえる素晴らしい友人関係を保てていると感じます。 

私が精神的に苦しい時に、温かい励ましや心配をしてくれたのも女性の会の友人でした。 

そのような、友人関係を築けたこの会に感謝しています。 

最後に、愛知県から東京での総会＆土木フォーラムに参加を許してくれた最愛の子供達にひたすら感謝です。

（普段言葉では言えませんが････。） 

お兄ちゃんありがとう！ 

  

 

 

 

 

 

 

みらいフォーラム参加の感想 

塩津 絵理（関東地区） 

 

今回、初めて女性技術者の会に参加させて頂きました。講演会、パネルディスカッションでは普段聴くことがで

きない貴重なお話を聴くことが出来て大変刺激を受けました。 

特に、浅川氏による情報アクセシビリティーの講演では、ＩＴと土木とが密接に関わることによってよりよい社会の実
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現に繋がることを学びました。普段業務が忙しく、情報が閉鎖的になっていると感じていたので、他の業種である 

ＩＴ分野のお話が聴けて嬉しかったです。 

また、浅川氏は御自身に障害を持ちながらお子さんを育て、海外での仕事も数多くこなしていることにとても驚

きました。情報のバリアフリー化に対する信念や誇りを強く感じ、感銘を受けました。 

私は現在ゼネコンで働いており、体力的にきついと感じたり、自分には無理なのではないか、と悩むことが度々

あります。今回、講演を聴いて、自分が取り組んでいることに対して信念を持ち、あきらめなければ自分にも道が

開けるのではないか。とポジティブな気持ちを持つことが出来ました。 

パネルディスカッションでは、クイズ形式で会場が参加できる形で、他の技術者の方々、また講演者の方々が

どのように感じているのかが分かり楽しく聞くことが出来ました。 

講演会・懇親会と参加させて頂き、普段関わることのない方々と交流が出来てよかったです。女性技術者は

土木、ＩＴに関わらずとてもパワフルですごい方々ばかりだなと感じました。毎年女性技術者は増えており、周囲の

理解も少しずつ得られるようになっています。しかし、先輩方は大変なご苦労をされてきたのだなと感じました。土

木分野において女性が重宝されるように私たち若手も頑張らなければなと感じました。 

今回はこのような会に参加できて大変有意義な日を過ごすことができました。講演者の方々、運営スタッフの

方々に感謝の気持ちでいっぱいです。本当にありがとうございました。 

 

（最後に・・・私は現在トンネル現場で働いておりますが、坑内労働規制緩和の活動がなければここで働く自分は

いないのだなと思い、女性技術者の皆様に感謝しております。） 

 

 

 

フォーラム、総会に参加して 

佐藤希絵（関東地区） 

 

社会人 2 年目に入会させて頂いてから、今回初めて全体の行事への参加となりました。   

初めての全体行事、加えて単独参加ということで、不安を抱えて会場に到着しましたが、受付の方がすぐに気

づいてくださり、とてもホッとしたのを覚えています。 

 「どぼく未来フォーラム」で幕を開けた行事は、基調講演に始まり、パネルディスカッションと興味深い内容ばかり

で、自然と聞き入っていました。特に、パネルディスカッションはカードを使う形式で、楽しく参加させて頂きました。

（かわいいぶたさんのカードは、今も会社のデスクに飾ってあります） 

また、総会後の創立 30 周年記念総会では、会の設立時のメンバーの方々が、パネリストとなって様々なお話

をして下さいました。  

今よりも女性が働くことが難しかった時代に、それも土木という分野で、キャリアを積んでこられた諸先輩方のお

話は、とても勉強になったと同時に、自分ももっと頑張らなければと励みになりました。 

人見知りをしてしまうところがあるので、自分から話しかけたりはできなかったのですが、同世代の技術者の方や

様々な職種の方ともお話することができ、嬉しかったです。  

主催された皆さま、本当にありがとうございました。  

これからも参加させて頂きたいと思っておりますので、今後ともどうぞ宜しくお願い致します。 
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私と「土木技術者女性の会」 

片岡 沙都紀（北海道地区） 

 

 まずは、今回の記念総会を開催するにあたって長い期間中心となって準備をなさってきた関東地区や事務局

の方々、大変お疲れ様でございました。私は総会前日に開催されました「どぼく未来フォーラム」から参加させて

いただいておりましたが、講演やパネルディスカッションなどを聴いて「なるほどなぁ」と大変興味深く聴講させてい

ただきました（特に IBM の浅川さんのご講演を聴いて、「今は当たり前のように使っているパソコンの音声技術は、

浅川さんたちの業績なくしては語れなかったんだなぁ」とビックリしていた次第です）。それと、私が楽しみにしてい

る年中行事の一つとなった、「お泊まり会」にも参加できてよかったです。普段は男性ばかりの職場なので、女性

の、しかも土木に従事している方々とお酒を片手に話をする機会があるということがとても嬉しく、今回も楽しいひと

時を過ごさせて頂きました。私にとって年に１度のこの総会に出ることは、「さぁ、また函館戻って仕事頑張るか！」

という気持ちにさせてもらえる「気分をリフレッシュする場」となっています。今年も本当に楽しいひと時をありがとう

ございました。 

「３０年」という土木技術者女性の会の歴史を考えると私は入会してまだとーっても浅いので何かを言える立場

では全然ないのですが、今回総会などに出席させていただき「今の自分があるのは、『土木技術者女性の会』の

おかげでもあるよなぁ」ということを思い出しながらお話をお聞きしていた次第であります。 

私がこの「土木技術者女性の会」と出会ったのは６年前、私がまだ大学で学生（大学院生）をやっていた頃で

す。当時の私はというと、もちろん土木系なので、①まわりは男性ばっかりで、②同世代の女性と話をする機会が

極端に減っていて、③ましてや女性の土木技術者と接する機会なんてほとんどなかったという３拍子そろっていた

上に、「大学院まで行っておいて、就職とか、今後のことはどうしたらいいんだろう」と悩んでいた時期でもありました

（今思うと、悩むほどのことではなかったのだと思うんですけどね・・・）。そんな中、研究関係でお知り合いになった

佐藤厚子さんから「これ読んでみたら？」と言われていただいたのが「Civil Engineer への扉」でした（きっと佐藤さ

んはもう覚えてないと思いますが・・・（笑））。正直、あの本をもらうまでは土木業界にいる女性技術者の活躍をあ

まり目の当たりにすることがなかったので、「こんなにいろんなところで土木に従事する女性の方がいるんだぁ・・・」

という衝撃にも似たものを感じたのを覚えています。それからこの会のことをいろいろ調べ、教えてもらい、学生会

員として入会したというのが経緯です。その後、卒業間近になって就職を考えるときも、就職先を決める理由の一

つに「女子学生がもっと土木に従事する女性技術者の方々とお話する機会を増やす『架け橋』的存在になれな

いだろうか」ということを考え、今の職場である函館高専に決めました。ですので、私がこの職場に決めた「きっかけ」

は、この「土木技術者女性の会」に作ってもらったと思っています。 

本校には現在、土木系を希望している女子学生がたくさ

ん在籍していますが、私が学生のときにそうだったのと同様

に、彼女らが社会で働く女性の方々と接する機会は極端に

少ないのが現状です（関東地区とかにいれば女性技術者

の方々と接触するイベントなどにも参加できるのでしょう

が・・・）。ですので、この「土木技術者女性の会」を通して、

本校の女子学生が女性技術者の皆様がたと交流できる場

を上手く設けていければいいなというのが今の私の希望で

す。皆様、今後ともよろしくお願いいたします！！ 
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うーん、女性って美しい！！ 

西倉 優子（関西地区） 

 

今年の 1 月に入会しました西倉と申します。入会した年の総会が創立

30 周年の記念総会！ と、なんともラッキーな時期に入会し、刺激的なイ

ベントに初参加させていただきました。 

総会から数週間が経過し、心のテンションも平常に落ち着いた今、総会

を振り返った感想はひとこと。タイトルのとおり「うーん、女性って美しい！！」

の感嘆の言葉につきます。ちなみに、総会直後でしたら「・・・△○※◎すごいです△￥＊◎！！」と、日本語でう

まく表現できないくらい密かにテンションがあがっていました。 

前日の「どぼく未来フォーラム」の規模の大きさや充実度合いに始まり、シンボルロゴマークや翌日の総会で報

告された活動内容の濃さ、そして最後のパネルディスカッションでのオフレコも含めた創設者の方々の貴重なお

話、と息つく暇もない盛りだくさんのイベントの中で、どの場所、どの時をとっても、皆様のエネルギーがすごかった

です！エネルギーといっても単なるパワフルさだけでなく、「凛としてしなやかな」エネルギー、女性ならでは、のエ

ネルギーです。これが美しいと感じさせる秘訣なんだな…と勝手に納得いたしました。 

基調講演やパネルディスカッションで繰り広げられた内容について、知らないことばかりで非常に興味深く聞か

せていただきましたが、個人的に強く心に刻まれたのは、二日目の、創始者の方々のお言葉です。コンサルタント

やゼネコン、行政などさまざまな業種で、道しるべがない中、ゼロから開拓し、スタンスを確立された諸先輩方の

お話は、一冊の本にして残していただきたいと思うくらい、皆様のエピソードや一言一言がズキズキ心に突き刺さり

ました。また、想像するに、周囲の男性方が目を剥くくらい努力をされ、エネルギッシュでいらっしゃったことは共通

すると思うのですが、「完璧主義」や「まぁいいかの精神」、「勤めさせてもらえれば何でもいい」という謙虚な気持ち

など、スタンスがさまざまでいらっしゃったことも非常に興味深かったです。「土木技術者女性の会」は、土木の分

野に限らず働く女性のための秀逸なメンターバンクなのだと感じました。 

総会出席後、もし１０年前にこの「土木技術者女性の会」を知っていたならば、また現在とは違う人生になって

いたかも・・・とふと思い馳せましたが、いやいや、これが私の人生。まだまだ壁はいくつも迎えると思いますが、過

去を振り返ったときに、笑顔で、「こういう苦労がありました」と明るく話ができる皆様のように「美しい」女性になりた

いと思います。 

今回の総会の出席は、私自身が内向的な性格のため、本当に清水の舞台から飛び降りるくらい勇気がいるこ

とだったのですが、交流会でも皆様気さくでいろいろな方とお話ができ、楽しい時間を過ごすことができました。どう

もありがとうございました。 

土木に携わる女性のひとりとして、「土木技術者女性の会」に出会えたことに感謝し、次の世代の方たちに何か

しら残せるよう、私も微力ながら貢献させていただきたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。 
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☆参加したみなさんから、たくさんのコメントをいただきました☆ 

 

  

フォーラムは，女性技術者に限らず，土木に携わるもの全ての視点で，”土木”というものの根本を考えるよ

い機会をいただきました。 

また，パネルディスカッションでは，パネラーのみならず，会場の意見を赤と青のパネルで回答させる，という

方法を取り入れられ，会場全体が参加している実感があり，とても良かったと思います。 

その他についても，企画・準備が行き届いており，非常に充実したフォーラムだったと思います。 

担当された方々，ありがとうございました！ 

23 日は，「土木技術者女性の会 創成期秘話」には都合により，参加できませんでしたが，各 WG や各地

区の活動状況を御報告いただき，会の課題や活動状況を理解することができました。 

法人化や冊子については，会員から意見を寄せられる窓口があるとよいと思いました。 

【関東，40 代，出席】 

当時の先輩方が考えてくださった基礎と、

記念総会を実行した現在が伝わる充実し

た内容で、この会が持つ力を改めて感じ

た。【関西、40 代、出席】 

30 年間、会を支えて下さったたくさ

んの方々、2 年間頑張って下さった

WG の方々に、本当に感謝です！

毎回、総会では力を頂きますが、

今回は特に、でした。会のロゴも、同

じような境遇の中で頑張る女性が

デザインして下さったものになり、今

後の活動の力になると思います。本

当にありがとうございました。【関西、

40 代、出席】 

どぼく未来フォーラムならびに創立 30 周年記念総会の準

備、運営をしてくださったみなさまに心から感謝いたします。

『継続は力なり～女性土木技術者のためのキャリアガイド～』

の題名どおり、この会が 30 年も続いてきたことのすばらしさを

実感しました。創成期メンバーだった先輩方のお話を伺っ

て、時代が変わったなあと思うこともありましたが、30 年たっ

てもまだまだ女性が働きやすい環境になっていないという現

実も再認識させられました。 

時のながれとともに会の役割も変化していくのかもしれません

が、これからも細く長く継続して、後につづく女性技術者を応

援したいですね。【北海道、50 代、出席】 

フォーラムから懇親会、総会後のパ

ネルディスカッションまでとても刺激を

受けた 2日間でした！【関東，20代，

出席】 
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♪みんなの声♪ 

  

フォーラムは、参加者数が多くよかった。内

容が盛りだくさんだったが、時間配分がよく、

パネルディスカッションの際には参加者の赤

青紙による意思表示ができ参加感があっ

た。準備してくださった方々の思いが感じら

れる場でした。ありがとうございました。【関

西、50 代、出席】 

昨年入会し、フォーラムはもちろんですが、今回初めて

総会に参加させて頂きました。 

フォーラムの基調講演や総会での創成期秘話と、貴

重なお話を伺うことができ、大変勉強になりました。 

今の時代より女性が働くことが難しかった時代に、道を

切り開いてきた方たちのお話を伺うことで、自分ももっと

頑張らなければととても良い刺激になりました。【関東，

20 代，出席】 

私は 22 日だけの参加でしたが、参加者が

多くて驚きました。会が広く知られてきたっ

てことですよね！嬉しく思います！【関西、

20 代、22 日のみ出席】 

以前、ある雑誌で、「被災地への貢献度」について、建設業

界と一般の方の評価に大きな開きがあり、ショックを受けまし

た。（情報発信力が低いからかもしれませんが、あれほど評

価が低いとは思っていませんでした）しかし、土木未来フォー

ラムでは、土木の役割というか可能性というか、そういうこと

を実感することができ、また、がんばろうという気持ちになれ

ました。「土木技術者女性の会 創成期秘話」パネルディス

カッションでは、参考になる「いい言葉」をたくさんいただきま

した。今回の 30 周年記念総会に参加できて、本当に良かっ

たと思います。【北海道、30 代、出席】 

ゲストの人選、良かったです。 

パネルディスカッションの Yes、No 式

での参加、楽しかったです。 

子守り役を連れて行けなかったの

で、交流会、総会は参加できず残念

でした。【中部，30 代，出席】 

３０周年の記念総会はしばらくお会いして

いない会員の皆様に会えて大変嬉しかっ

たです．また，修学旅行のようなお泊り会

もとっても楽しかったです．【北海道、50

代、出席】 
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諸先輩方のご苦労の上に、我々の居心地

の良さがあるということを胆に銘じて、これか

らも歩んで行きたいと思います。 P.S. 記念

総会行きたかったな～！ 

【関西、40 代、欠席】 

♪みんなの声♪ 

  

３０年前、このようなフォーラムを開くとすれば、「女性」という言葉

が全面に出ていたように思います。 

今回のフォーラムでは、「誰もが参加できる社会」「いのちを守る土

木」というテーマであり、男女といった視点ではなかったのが、諸先

輩たちや私たちが積み重ねてきた３０年の重みと社会の変化を感

じさせました。【関東，40 代，出席】 

今回初めて参加しました。知らないというのは恐ろしいもの

で・・。 

大先輩の前の席に座ってしまっていました。 

運営に関わっていらっしゃる方々のご苦労に頭が下がりま

す。皆さんのパワーに勇気をもらいこれからもがんばろうという

気になりました。【関東，30 代，出席】 

とても貴重なご講演をお聴きでき、有意義な時間を過ごせました。 

浅川さんの「ダイバーシティがイノベーションを生み出す」という言葉に勇気をもらいました。私自身、職

場ではマイノリティですが、「女性ならではの視点」も大切にしていきたいと思います。 

パネルディスカッションでは土木の原点を再認識することができました。また、アフリカでの土木事業な

どグローバルなお話もお聴きすることができ、視野が広がりました。 

当社には土木女性が少なく、ロールモデルがいません。懇親会では、働く女性の先輩方とお知り合い

になれて、お話をたくさんお聞きすることができ、とてもよかったです。 

今回は仕事の都合で総会には参加できませんでしたが、来年はぜひ参加したいと思っています。あり

がとうございました。【中部，20 代，出席】 

フォーラムは女性技術者に特化しておら

ず，まさに未来の土木を考えられるいい機

会となりました．シンボルロゴについても，か

わいい色と「土木」にこだわらないデザイン

で，様々な場面で多くの人に親しまれるとい

いなと思いました．【中部，20 代，出席】 

今回の総会およびどぼく未来フォーラムを実施するにあたり，

準備・運営等に携わった皆様に感謝いたします．お疲れ様で

した．昨年の総会に引き続き，私にとっては２回目の参加とな

った今年の総会でしたが，昨年初めてお会いした方々と再会

し，楽しいひと時を過ごすことができてとてもうれしかったです．

本会が３０周年を迎えるにあたり，歴代の先輩がたのお話をお

伺いして，「今の自分の職場環境があるのは，先輩がたのお

かげで成り立っているんだなぁ」ということを実感しました．また

先輩がたの教えを受け，これからは自分も会の一員として少し

ずつでも協力していけたらと思いました．【北海道、30 代、出

席】 
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30 年前、新入社員の私は、土木技術者の仕事を続けながら結婚し子供を持つことがで

きるかどうか不安で一杯でした。自分の中に答えの糸口すらないのに、両親や親戚に

「何とかなるよ」と強がってみせるのに苦労しました。そんな私に、「たった一度の

人生なんだから、何かを犠牲にする必要なんてない。仕事もプライベートも思いっき

り楽しもう」と気づかせてくれたのが、土木技術者女性の会で知り合った諸先輩方で

す。30 周年の記念行事、特にプレイベントは、諸先輩方から頂いたご恩を若い世代に

返していこうという気持ちで取り組みました。土木技術者として地道にコツコツと仕

事を続けてきた自分の経験を私的な情報も織り交ぜながら話すことでいろいろな方に

喜んでいただけることを知り、とても幸せな活動となりました。恩返しをしているつ

もりが、いつしか多くの若いエネルギーが結集し、大きな渦となり、どぼく未来フォ

ーラムというビックイベントを大成功に導く原動力となりました。そして、関係各位

のご支援ご協力ご努力の賜物として、「どぼく未来宣言」という素晴らしい結晶を生

み出すことができました。深く感謝申し上げます。 

ＷＧリーダー 須田 久美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 周年記念総会に参加して思ったこと 

 

 雨上がりの空を見ていた 通り過ぎていく人の中で 
 悲しみは絶えないから 小さな幸せに気づかないんだろう 
 

土木技術者女性の会は 30 年を迎えました。30 周年記念総会に向けて、準備

を進めていた矢先の 2011 年 3 月 11 日、東日本大震災が東北地方を襲いま

した。沿岸の風景は一変し、今まで当然のようにあった家々やビルが見渡

す限り消え、立っている人の姿が遠くまで分かるほどでした。また、福島

第一原子力発電所から半径 20km 圏内は立入禁止区域となり、町ごとそっく

り、別の土地に移動せざるを得なくなってしまいました。 

1 年延期することにした 30 周年記念総会を終えて、今思うことは、「社会

のニーズ」といった漠然としたものの中にある、個人が当面している一番

大切なことに向き合うことの大切さについてです。自分に直面する切実な

問題をそれぞれが片づける途中で、自分の近辺にも同じ境遇の人がいたら、

一緒に考える。その結果、自分の役にも立って、その人の役にも立つ。そ

の連鎖が社会全体を変える力だと思っています。この会が続いているのも、

その想いが基本にあるからなのかなと思うのです。 

 

 時を超えて君を愛せるか 本当に君を守れるか 
 空を見て考えていた 君のために今何ができるか 
 

文中の歌詞は、震災後、某保険会社の CM として流れた、小田和正さんの『た

しかなこと』です。 

北原 正代 

一昨年度より企画・準備に頑張って下さった『30 周年記念総会 WG』の方々から 

メッセージをいただきましたので、ご紹介します。 
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振り返ってみると、皆さん忙しい仕事の合間を縫

ってよくこれだけのことができたと思います。フ

ォーラム直前は現場（東大生研）は大騒ぎ、秘書

さん 2 人に連日深夜までフル稼働してもらい、何

とか当日を迎えることができました。そういう自

分も、フォーラムの進行やどぼく未来宣言の内容

を考えるのをつい先延ばしにし、パネルディスカ

ッション用の ppt を作成したのは当日の午前中

という始末。2 年の準備期間があったにもかかわ

らず最後はバタバタという事態に陥るのは、毎度

のことではありますが反省しきりです。何はとも

あれ、皆さんの力を結集したおかげで 30 年の記

念にふさわしいイベントになり、頑張ってやって

よかったと充実感を感じています。タスクチーム

のメンバーをはじめとして会員の皆様のご協力

に厚く御礼申し上げます。 

桑野 玲子 

 

 

二日間通して参加して・・・ 

会員の力で、あそこまでのフォーラムを作り上げ

れる会の底力と会を創設されたスーパーウーマ

ンの皆さんの想いを知ることによって、30 年と

いう【会の歴史の重み】をヒシヒシと感じ、また、

若い会員の方々が率先してフォーラムの運営に

携わっている勇姿を見ることによって、【会の将

来性】を確信することができ、そして【会を継続

する意義】についても認識することができました。 

私自身にとって、とても感慨深い二日間でした。 

ホント参加して良かったー！！ 

村上 育子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 周年記念総会 WG が立ち上がった時のこと。WG

メンバーの一員に入った私は、実は一度密かに辞

退した。何と言っても企画力に欠けるし（この分

野が一番苦手）、仙台から主としてメールだけの

参加では、実務を担う力にも欠けると予想された

から。でも、「全体の方向を見ていて」と言われ、

「それなら何とか」と思ったものの、そんな必要

は全くなかった。WG メンバーはみな素晴らしい

人たちだったもの。私も少しは働こうとプレイベ

ントを仙台で 2 度開催した。学校と企業とで 1

度ずつ。少しは興味を持ってもらえたような気が

した矢先の、あの思いもよらぬ 3.11。ようやく

日常に戻りつつあった時の 4.7 余震。記念総会そ

のものさえ一年延期になった。それを乗り越えて、

あの素晴らしい記念総会を開いた WG メンバーを

誇りに思う。みんな、ごめんね。そして、心から

ありがとう。50 周年記念総会にもみんなで元気

に参加できるといいな。 

渡邉 弘子 

 

 

 

学生時代から 20 数年。住む場所も仕事も変わり、年も取り…。色々なことが

ありましたが、変わらず会に関わらせていただいています。「女性技術者、い

ますよ、いますよ」と宣伝できるのはなんともワクワクすると、この 2、3 年、

強く感じているところです。 

そんなわけで、30 周年記念行事は今世紀最大の重要なできごとだったのです

が…。オヤシラズの抜歯手術後の回復が思うように進まず欠席してしまいまし

た。WG のみなさんには特にご迷惑をおかけしてしまいました。ごめんなさい。 

怒濤のようにメールが流れた直前の 2 週間、そして進行状況を教えてくださる

メールが届いた当日のおかげで、ベッドの中で参加した気分を味わいました。

でも、やはり「場」を共有したかった…。その場にいたみなさんが、それぞれ

の、そして会の次の 30 年を考えた機会になったのではと思います。 

WG、そして関東地区のみなさん、ありがとうございました！ 

引き続き、楽しくやりましょう。 

山田 菊子 
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想いを感じた 3 年間 

時の過ぎるのが早かった、といったらありきたりだろうか。2011 年の開催を目指してプ

レイベントに勤しみ、準備の遅れを気にしながらも翌年の開催を心待ちにしていた 2010

年、開催が延期になった 2011 年、そして明けて 2012 年。1 年間の猶予ができたと思っ

たのも束の間、気が付けば開催 1 週間前、という感じだった。30 回目を迎えるから記念

となる総会をやろう、という須田さんの発案に始まり、何度か方針の転換もあった。ア

ンケート調査、顔一杯パネルの作成、シンボルロゴの募集と予想を超えるたくさんの応

募、中村医師やパネリストのみなさんとの出会い、プレスリリース、記念イベントグッ

ズの作成、交流会での景品の手配にチラシの作成など、みんな頑張ったね。イベント前

夜までパネルの追加やもろもろの準備、最後は東大の桑野研、生産研のみなさんまで巻

き込んでの、本当にたくさんの人の力を得た記念イベントであり、総会だった。30 年の

歴史も一人ひとりのそれぞれの想いがあって始まったのだと思う。悩んでいるのは一人

じゃない。同じ様に悩んでとんがって、繋がりあって、この想い、きっとずっと続いて

いくのだろう。 

笹尾 圭哉子 

 

フォーラム・交流会では、多くの方のご協力を仰ぎ、1 つ

何か形にするという経験をさせていただき、日ごろの業務

とはまた違った達成感を感じることができました。直前ま

では、自分の至らなさばかりが感じられ、無事に開催され

るだろうかとハラハラしておりましたが、当日続々と集ま

る参加者の皆さんの姿を目の当たりにし、本当に開催でき

たんだと実感いたしました。みなさんに本当に助けていた

だき、会の力を肌で感じることができました。 

記念総会では、先輩方のお話に、お仕事や後輩への愛を感

じました。たくさん勇気と元気をいただきました。お話か

ら感じたことを、ずっと忘れません。大切にします。 

2011 年 3 月に震災があり、今回の 30 周年イベントは 1 年

延期いたしました。延期を決めた当初は、正直、震災が起

きたからこそ、2011 年の 6月に開催したい気持ちが非常に

強かったですが、2012 年に開催できた意味を改めて考えて

みたいと思います。 

石塚 喜望 

 

2012 年 6 月 22 日 13 時 28分、私は下北沢駅前交差点でタクシーを捕まえよう

と手を振り回しておりました。当初計画では、今頃、東京大学駒場リサーチキ

ャンパスコンベンションホールで「やあ、遅くなってすみません。シフトの変

更ができなくて・・・。」など午前中から働いていたはずの WG メンバーに言

い訳してるはずだったのに・・・。なぜか、駒場東大前で降り損ねて池ノ上か

ら歩き始めたら、なぜか下北沢駅前商店街のアーケード前に出ちゃったんです

よねぇ。なぜか。 

一事が万事、この調子で WG の皆様にはご迷惑をお掛け致しました。この場を

借りてお詫び申し上げます。ただでさえお忙しい中、スミマセン m(_ _)m 

イベント準備期間は、憧れのＳサンの仕事っぷりを間近で見れて惚れ直したり、

若人たちのピカピカに私も年をとったものだとシミジミしたり、楽しい時間を

過ごしてしまいました。アリガトウゴザイマス(=^0^=) 

フォーラム終了後、「お疲れ様で～す」をハートマーク付で言ったらば、「報

告書、まとめることになったので。」と笑顔で返されてしまいました。ガンバ

リマス(・_・;) 

三村 啓子 
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今回の記念総会は企画が目白押しで、本当に参加

して良かったです。 

本誌にも 8～11 ページに記事を書きましたが、企

画 WG も 30 周年記念 WG の一員として、シンボル・

ロゴコンペを担当しました。見れば見るほど良い

デザインに決まったな～、と感慨にふけっていま

す。表彰式終了後には、受賞者の南部さんからお

礼の手紙をいただきました。まだ、デザイン管理

マニュアルを作る仕事が残っていますので、もう

ちょっと頑張らねば！ 

当日の基調講演は、バリアフリーと密接に関係す

る土木の仕事と共通点も多く、非常に濃い内容で

した。パネルディスカッションは個性的なパネリ

ストの個性的なお話で、これも楽しく、満足しま

した。会場参加型にし、一体感が出せたのもとて

も良かった。 

準備、段取りに奔走してくださったすべての皆様

に感謝です。 

牛山 育子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足かけ 2 年あまりでしょうか。土木技術者女性の

会創立 30 周年記念行事の実現に向けて動き出し

て以来、わずかばかりではありますが、準備に関

わらせていただきました。途中、職場の異動等も

あり、直前の時期に十分にお役に立てなかったの

が、ただただ心残りです。 

私は、企画 WG の一員として、シンボル・ロゴの

募集・選定の場にも立ち会う機会をいただき、応

募者の方の土木に対する意識を知ることができ、

また審査員の方々のデザインに対する真摯なご

意見を生で伺うことができ、貴重な体験をさせて

いただきました。 

また、23 日の記念総会では、当会の創成期の錚々

たるメンバー5 名のご参加をいただき、パネルデ

ィスカッションの座長を務める機会をいただき

ました。パネリストの方々による、先駆者として

のご苦労、血のにじむようなご努力の数々を淡々

と語られるお姿。温かい言葉の中にも叱咤激励を

いただいた心境であり、この歴史を引き継いでい

くことの重要性を認識し、精神を引き締める貴重

な機会となりました。 

この二日間、そして準備期間を含めたこれまでの

経験は、「どぼく未来宣言」にあるように、まず

は土木技術者として、また一人の女性として、そ

して社会を支える人間として、自ら技術と人間性

の研鑽に励むことはもちろん、次世代に伝える努

力の継続を忘れてはいけない、と改めて誓うため

の時間だったと思う次第です。 

松本 香澄 

 

準備を含めて 2 年間、本当におつかれさまでした。あっという間でしたが、ス

テキな時間を過ごすことができました。このような機会を体験でき、とても嬉

しく思います。 

フォーラムでは「未来」という明るい風と一緒に、業界の広がりに可能性を感

じました。 

創立 30 周年記念総会を「輪」の原稿にまとめようと、何度も音声を聞きまし

た。そのたびに涙がこみ上げてきます。人伝てに聞いていた「伝説」の裏には、

まったく違う思いが隠れていたり、偉大な大先輩方も生の人間で、こんなにも

悩みながら生きていたのか？！ と当たり前のことにびっくり（←失礼いたし

ました）。私も子育てとの両立が始まり、やりたいことを 100％やりきる時間

もなく、もやもやしている自分に少し焦っていました。今回もたくさんのヒン

トをいただいて帰路に着きました。 

キラキラ輝く女性になるためには、やはり人間力を磨かなくっちゃ！ 

力を抜いてみんなでがんばりましょう。 

箱田 裕子 
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開催前 2 週間ほど、日毎にメール量が増え、直前はすざましい量が飛び交って

いた。その中で、各自すべきことを的確に進めている。 

素晴らしい。 

一般参加者申込み状況のお知らせするなかで、数が伸び悩んでいることを伝え

ると、必ず数日後には多くの申込みメールが届く。勤務先だけではなく、さま

ざまな場所で声を掛けていることがよくわかる。 

素晴らしい。 

さて、前日夜、「明日は朝から夜までママはお出かけだからね。ばあちゃんと

遊んでてね。」 と娘に話す。「ダイジョウジョ(大丈夫)」と返ってくる。夜

中、寝てはいるものの咳込む。うーん。朝になると 8 度 5 分超え。マズイ。即

病院へ。 

なんとか受付開始前には会場にたどり着いた。すでに準備完了。皆さんごめん

なさい。「親の緊張が子供にうつるのよ」とリーダー。ありがたい言葉に感謝。 

こんな感じで、全く戦力外の存在であったが、普段ない貴重で素敵な経験がで

きた。皆さんありがとうございました！ 

佐藤 亜紀子 

 

実感！「継続は力なり」 

昨年から、土木技術者女性の会と地盤工学会にご協力いただきながら、土木学会ダイ

バーシティ推進小委員会で書籍「継続は力なり―女性土木技術者のためのキャリアガ

イド―」の編集に取り組んでいる。今回の土木技術者女性の会創立 30 周年記念「どぼ

く未来フォーラム」等に参加して、「継続は力なり」を改めて実感した。 

タスクチームのメンバーでありながら事前の準備活動にほとんど貢献できないまま、

当日の準備に参加した。会場では多くの若手メンバーが設営準備を行っていた。土木

技術者女性の会が 30 年継続してきたことで、多くの若手女性技術者が育ち、今の女性

土木技術者たちの活躍につながっている。先輩方がキャリアを継続されたことで、そ

のポテンシャルが次の世代に引き継がれている。 

フォーラム翌日の 30 周年記念総会後のパネルディスカッション「土木技術者女性の会 

創成期秘話」でのパネリストの発言「自分が辞めたら足跡が残らないから辞められな

かった」という言葉が印象に残った。女性の場合、結婚や出産、子育てなどのライフ

イベントによって仕事のペースダウンや転職、退職を選択せざるを得ないこともある。

それでも、何とかして土木技術者としてのキャリアを継続していくことは自分のため

だけではなく後に続く数多くの女性土木技術者のためでもある。 

私自身、土木技術者女性の会で知り合った仲間たちからアドバイスや励ましのお陰で

いくつもの壁を乗り越え、これまで仕事を続けてこられたように思う。土木技術者女

性の会の皆さんに心より感謝申し上げます。 

岡村 美好 

 

「いのちを守る土木の未来」という壮大なテーマのもと、「どぼく未来フォー

ラム」という壮大な名前のフォーラムを開催するということで少し不安があり

ましたが、たくさんの方々のおかげで、本当に素敵なフォーラムになったと思

います。私自身は事前準備の流れについて行くのがやっとで、桑野会長、須田

WG リーダーをはじめ、たくさんの素晴らしい先輩方の熱意のこもった内容を

当日に目の当たりにし、パワーをたくさん頂きました。ありがとうございます。

それぞれの内容の感想は書ききれませんが、どぼく未来宣言を唱和した際は奮

い立たされました。このような素晴らしい創立 30 周年記念行事の WG の一員に

していただき、ありがとうございました。 

記念総会は、参加できず、本当に悔やまれます。動画配信など期待しておりま

す。 

小川 由布子 
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二つのことに感動しました。 

一つは、各イベント、ディスカッションに参加

またはプレゼンされた方々の熱意、ポテンシャ

ルの高さです。私は感動のあまり総会中、秘か

に？2 回涙しました。当日会場で直に感動を味わ

えて幸せでした。 

もう一つは、今回の総会開催までの段取り力の素晴らしさです。

準備に携わってこられた役員の皆さま、スタッフの皆さま、見

事でした！ 来年総会（中部地区開催予定）にむけて、段取り

よく「こと」を運ばなければと、少々プレッシャーです（汗）。 

たくさんの感動をありがとうございました。 

平永 佐知子 

 

4 年前の 2008 年第 27 回総会（北海道）で、翌々年の第 29 回は関西地区が担当することが承認されま

した。普通の順番では第 29 回：関東、30 回：関西の予定だったのですが、「“30”という切りのいい

開催回なのでぜひ記念イベントを盛り込んだ内容とし、多くが参加しやすい関東地区で」という、関

西地区からの提案を受けていただいたのです。それ以降タスクチームによる準備が始まり、どんどん

提案され揉まれていく企画にワクワクしながらも「エライ大きいことになってしまった」、と、どこ

か申し訳ない想いでおりました。 

東日本大震災のため“30 回”での実施はかないませんでしたが、そこでも臨機応変に北海道・中部地

区ともに急遽総会開催を名乗り出てくださったこと、そして、30 周年総会で記念事業が無事にそして

盛大に開催できたことに、当会の人材の豊かさと底力を改めて強く感じた次第です。会の宝；創成記

メンバーのお話はまだまだ聞き足りない…少人数ずつにしてシリーズ化、なんていかがでしょう？ 

皆さま、本当にお疲れ様でした。どうもありがとうございました。 

三好 葉子 

 

私は、会場展示用パネルの作成（一部）を担当しました。 

修正が前日のぎりぎりまでかかってしまい、周りの方々にご迷惑をおかけしましたが、

みなさまの力強い結束に支えられ、当日、無事に展示することが出来ました。 

関係者のみなさま、ありがとうございました。そして、お疲れ様でした。 

しかし、こんなに立派になるとはっ！会場で完成品を見て感動しました。 

中根 友理 

 

 

プレイベントから始まり２年間。沢山の方の思いとご協力で素晴らしいイベン

トとなりました。プレスリリース、シンボル・ロゴの公募などもあり、会の内

外の方の力が結集してこんなにも大きなことが実現できたことは大きな喜び

です。どぼく未来フォーラムの企画検討の際に頭に浮かんだのは、男女に限ら

ず「聞いてよかった」と思われるような内容にしたいということ。テーマを「い

のちを守る土木の未来-土木の原点を考える-」と決めた後から、準備の流れが

スムーズになったように感じます。 

当日は、会場も満席。かつ大変濃い内容で、土木技術者としての「根っこ」の

部分を見つめ直すよい機会になりました。次の日の「土木技術者女性の会 創

成期秘話」パネルディスカッションでは、あらためて先輩方の苦労と会員同士

のつながりに感激。「とにかく続ける」という言葉は、今も心に残っています。

土木技術者女性の会で、いろいろな方の多彩なパワーに触れ、つながりを持つ

ことが私の明日の元気になります。この思いとつながりを次の世代の方々にも

広げていけるよう、今後も活動していきたいと思います。ありがとうございま

した。 

龍 尊子 
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40 |  
 

2012 年度「輪」総会特別号 

建設通信新聞 2012,06.26 

 

  



 | 41 
 

 

建設業界 2012 年 8 月号  



42 |  
 

2012 年度「輪」総会特別号 

建設業界 2012 年 8 月号 

 

  



 | 43 
 

 

産学官連携ジャーナル 2012 年 8 月号 

http://sangakukan.jp/journal/journal_contents/2012/08/articles/1208-03-1/1208-03-1_article.html 
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＜その他、メディア掲載情報＞    ●：本誌掲載 

 

○土木技術者女性の会 創立 30 周年で未来フォーラム、土木学会山本前会長 改良の中に知恵生かすべき

（日刊建設通信新聞 2012.06.26）  

○「どぼく未来フォーラム」開く／若い世代に土木の意義伝える／＝創立 30 周年記念行事＝土木技術者女性

の会（日刊建設産業新聞 2012.06.25） 

○土木技術者女性の会 創立 30 周年記念シンポ／働きやすい環境づくり推進 （日刊建設工業新聞 

2012.06.25） 

●「どぼじょ（土木系女子）!?」土木学会の土木技術者女性の会が未来フォーラム（Kensetsu ACE Blog、日刊建

設通信新聞社 2012.06.26） 

 http://kensetsunewspickup.blogspot.jp/2012/06/blog-post_26.html 

○各人各説／土木技術者女性の会の歩みと役割（桑野会長）（ACE 建設業界 2012 年 6 月号） 

http://www.nikkenren.com/publication/ACe/ce/ace1206/pdf/ACe1206_36.pdf 

○The Society of Women Civil Engineers marks 30th anniversary,ICUS Newsletter,vol.12 No.1 Apr.to 

Jun.2012 

○土木技術者女性の会/220 人で 30 周年祝う／シンボルロゴ決定（セメント新聞 2012.07.02） 

○この女性に聞く／大阪府-牛山育子さん（橋梁新聞第 1143 号 2012.8.1） 

●土木技術者女性の会 30 周年、働きやすい環境づくり、地位向上の活動も（桑野会長）（産学官連携ジャー

ナル 2012 年 8 月号） 

 http://sangakukan.jp/journal/journal_contents/2012/08/articles/1208-03-1/1208-03-1_article.html 

●意見・提言／ダイバーシティ・マネジメント～組織戦略としての取り組みを～（岡村美好さん）（ACE 建設業界 

2012 年 8 月号） 

 http://www.nikkenren.com/publication/ACe/ce/ace1208/ace.html 

●土木技術者女性の会が創立 30 周年（コンクリートテクノ 9 月号） 

●「リケジョ」人生の方程式 土木業界の先輩に聞く（朝日新聞 2012.9.7） 

●創立 30 周年「どぼく未来フォーラム」を開催（土木施工 2012 年 10 月号）  

●この人に聞く／東京建設コンサルタント-岩熊まきさん（土木学会誌 2012 年 10 月号） 

○土木技術者女性の会関西地区/商店街活性化でイベントで／土木テーマにミニ講演（日刊建設工業新聞 

2012.11.13） 

 



● FAX にて，購入ご予約受付中！●
【お問合わせ先】

公益社団法人　土木学会　出版事業課
	 TEL 03-3355-3445／FAX 03-5379-2769

丸善出版（株）
	 TEL 03-3512-3256／FAX 03-3512-3270

継続は力なり
－女性土木技術者のための

キャリアガイド－
土木学会創立100周年記念出版

キャリア継続のためのロールモデルと方法を紹介します。

土木学会、土木技術者女性の会、地盤工学会の 3 つの団体が協力して、女性土木技術者を応援する本

を作りました。多様な分野、経歴、年代の 10 名の女性土木技術者が語る「仕事における最大の危機」や

「アドバイス」、アンケート調査による Q & A 等々により、多様なロールモデルの情報を提供します。また、

三団体の会長が、これからの女性技術者を支援する取り組みについて決意を語ります。資料編として、女

性土木技術者の歩みや各種のお役立ち情報もまとめました。

本書は、すでにキャリアをスタートさせた女性土木技術者、これから土木技術者になることを目指す女

子学生、そして、彼女たちを支援する職場や学校のスタッフの方々を主な対象としています。土木技術者

として、女性として、現状に戸惑ったときや将来に不安を感じたときに手に取って下さい。本書には問題

解決の参考となる数多くの事例や背中を押してくれるメッセージが詰まっています。学生のキャリア教育、

企業・団体での社員研修の副読本としても最適な内容です。

■編集：�教育企画・人材育成委員会
　　　　ダイバーシティ推進小委員会　編集WG
	 （WGリーダー：山梨大学・岡村 美好）
■協力：土木技術者女性の会、
　　　　公益社団法人 地盤工学会
■�2013年1月発行、A5判、114ページ、並製本
■定価：1,890円（本体1,800円＋税）
■会員特価：1,710円（税込）　■送料：450円
ISBN978-4-8106-0748-2

第 1 章　土木と女性技術者

第 2 章　女性土木技術者たちのキャリア

第 3 章　キャリア継続のための Q & A

主な内容

第 4 章　女性土木技術者の未来（座談会）

資料編

創立100周年記念出版創立100周年記念出版



送付先
部署名

 通信欄

1,710円

送付先
機関名

会員
区分
(○印)

会員
番号

P748　継続は力なり－女性土木技術者のためのキャリアガイド－

注文冊数

冊

土木学会  図書購入注文書

･一般（非会員）

･個人･名誉･ﾌｪﾛｰ･学生会員

･法人会員･特別会員

フリガナ

　請求書に記載
　する宛名

書　　　　　　　　　名 会員特価

FAX：０３－５３７９－２７６９

電話番号

送付先
の住所

 〒　 　　－

申込者
氏名

　送信日：平成　　　　年　　　月　　　日

1,890円

定価

（１）土木学会の会員は、会員特価・送料無料にて販売いたします（法人会員・特別会員は送料有料）。会員区分お

よび会員番号を必ずご記入の上ご注文ください。 

（２）商品は、見積書・納品書・請求書を各1通ずつ同封してお送りいたします。 

（３）商品は、図書が完成次第発送いたします。申し訳ございませんが、納期の指定には対応できませんのでご了承

ください。

主な内容

第1章　土木と女性技術者

第2章　女性土木技術者たちのキャリア

第3章　キャリア継続のためのＱ＆Ａ

第4章　女性土木技術者の未来（座談会）

資料編



<編集後記> 

本号は、2012 年 6 月 22 日（金）、23 日（土）に開催した、『どぼく未来フォーラム』『第 31 回総

会』『創立 30 周年記念総会』をまとめた冊子となっています。 

p.22-30 では、みなさまからメッセージをお預かりし、掲載しました。これを提案してくださった

のは、編集委員の大植敦子さんです。そして、『♪みんなの声♪』を森瀬真琴さん、『30 周年記

念総会 WG からのメッセージ』を大植さんが、綺麗にまとめてくれました。全体を通して、熱い思

いの詰まった「輪」になりました。出席できなかった方にも、ムンムンの熱気が伝わるかな、と思

います。執筆してくださったみなさま、編集委員の方々、本当にありがとうございます!!! 

 

年末年始は、みなさまにとって、一番忙しい時期かもしれませんね。そして、家族の大切さを

感じられる素敵な季節でもあります。 

2013 年も、土木技術者女性の会の飛躍の年になるよう、そして、会員一人ひとりにとっても、

稔り多い一年となりますようお祈りいたします。 

 

「輪」編集長 箱田裕子 

 

 

「輪」への投稿・ご意見は編集長 または、地区編集担当へ、 

その他のお問い合わせ、ご意見は、事務局まで、お願いします。 

e-mail;webmaster@womencivilengineers.com 

 

 

【「輪」編集委員（担当地区）】   

 箱田裕子（編集長／関東）、大植敦子（関西）     

片岡沙都紀（北海道）、森瀬真琴（中部）     

    

【事務局】   

〒163-0606  東京都新宿区西新宿 1-25-1     

大成建設株式会社 土木営業本部     

龍
りょう

 尊子     
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